
(57)【要約】

【課題】　弧状ヒンジファスナ及びこれを用いる方法を

提供する。

【解決手段】　ファスナ（４００）は、パネル（６０４

）内の穴（６０２）の中に挿入される一般的な種類のも

のとすることができる。このようなファスナは、少なく

とも２つの弧状ヒンジセグメント（４１２）と、該ヒン

ジセグメントから広がる方向に離れるように延びる対応

する数のウイング（４１０）とを含むことができ、各々

のヒンジセグメントは、中心ポストから間隔をもって配

設された２つの弧状表面（４６０、４６２）を有する。

このようなファスナは、さらに、中心ポストの遠位端を

越えて領域（４７０）の方向に収束して延び、総合的に

、例えば、端部がボールソケット形態（４６４Ａ、４６

４Ｂ）を帯びるようなビーク構成を帯びるウイングアー

ム（４２４Ａ、４２４Ｂ）を含むことができる。

【選択図】　　　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ベ ー ス （ ４ ０ ６ ） と 、
　 前 記 ベ ー ス か ら 延 び る 中 心 ポ ス ト （ ４ ０ ２ ） と 、
　 前 記 中 心 ポ ス ト の 遠 位 端 （ ４ ０ ６ ） か ら 広 が る 方 向 に 、 前 記 ベ ー ス か ら 離 れ る よ う に 延
び 、 各 々 が 前 記 中 心 ポ ス ト の 前 記 遠 位 端 か ら 間 隔 を も っ て 配 設 さ れ た ２ つ の 弧 状 表 面 （ ４
６ ０ 、 ４ ６ ２ ） を 有 す る 少 な く と も ２ つ の 弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト （ ４ １ ２ ） と 、
　 前 記 中 心 ポ ス ト の 前 記 遠 位 端 付 近 の 領 域 か ら 離 れ か つ 広 が る 方 向 に 、 前 記 ベ ー ス の 方 向
に 延 び る 少 な く と も ２ つ の ウ イ ン グ （ ４ １ ０ ） と 、
を 備 え 、
　 前 記 弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト の 遠 位 端 （ ４ １ ８ ） は 、 前 記 ウ イ ン グ の そ れ ぞ れ に 接 合 さ れ
た こ と を 特 徴 と す る フ ァ ス ナ （ ４ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 各 々 の 弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト の ２ つ の 弧 状 表 面 が 、 同 心 の 対 向 表 面 で あ る 請 求 項 １ に 記
載 の フ ァ ス ナ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ２ つ の 弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト の 前 記 中 心 ポ ス ト に 対 す る 広 が り の 構 成 が 、 逆 Ｙ 字 形
態 を 有 す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の フ ァ ス ナ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ベ ー ス が ヘ ッ ド （ ４ ３ ６ ） の 一 部 で あ り 、
　 前 記 ヘ ッ ド が 、 凸 状 の 傘 面 （ ４ ３ ８ ） を 有 す る よ う に 配 置 さ れ 、
　 前 記 傘 面 が 、 前 記 ウ イ ン グ が 該 傘 面 に よ り 定 め ら れ る 空 隙 （ ４ ４ ０ ） の 中 に 部 分 的 に 延
び る よ う に 配 設 さ れ た 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の フ ァ ス ナ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ベ ー ス （ ４ ０ ６ ） と 、
　 前 記 ベ ー ス か ら 延 び る 中 心 ポ ス ト （ ４ ０ ２ ） と 、
　 前 記 中 心 ポ ス ト の 遠 位 端 （ ４ ０ ６ ） か ら 広 が る 方 向 に 、 前 記 ベ ー ス か ら 離 れ る よ う に 延
び 、 両 方 が 前 記 中 心 ポ ス ト の 前 記 遠 位 端 か ら 間 隔 を も っ て 配 設 さ れ た ２ つ の 弧 状 表 面 （ ４
６ ０ 、 ４ ６ ２ ） を 有 す る 少 な く と も ２ つ の 弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト （ ４ １ ２ ） と 、
　 前 記 中 心 ポ ス ト の 前 記 遠 位 端 付 近 の 領 域 か ら 離 れ 広 が る 方 向 に 、 前 記 ベ ー ス の 方 向 に 延
び 、 そ れ ぞ れ が 前 記 弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト の 遠 位 端 （ ４ １ ８ ） に 接 合 さ れ た 少 な く と も ２
つ の ウ イ ン グ （ ４ １ ０ ） と 、
　 前 記 中 心 ポ ス ト の 遠 位 端 付 近 で 該 中 心 ポ ス ト と 接 合 し 、 前 記 弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト が 前
記 ウ イ ン グ の そ れ ぞ れ と 接 合 す る 位 置 に 対 し て 遠 位 側 に あ る ウ イ ン グ の 端 部 （ ４ ５ ２ ） か
ら 延 び る ２ つ の ブ リ ッ ジ （ ４ １ ４ ） と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る フ ァ ス ナ （ ４ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 各 々 の ブ リ ッ ジ セ グ メ ン ト が 、 ほ ぼ 直 線 の 部 材 を 表 す 請 求 項 ５ に 記 載 の フ ァ ス ナ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 フ ァ ス ナ が 、 ポ リ マ ー 系 材 料 で あ り 、 前 記 弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト と 前 記 ウ イ ン グ の
少 な く と も １ つ が 弾 性 材 料 で あ る 請 求 項 ５ な い し 請 求 項 ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の フ ァ ス
ナ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ベ ー ス （ ４ ０ ６ ） と 、
　 前 記 ベ ー ス か ら 延 び る 中 心 ポ ス ト （ ４ ０ ２ ） と 、
　 前 記 中 心 ポ ス ト の 遠 位 端 （ ４ ０ ６ ） か ら 広 が る 方 向 に 、 前 記 ベ ー ス か ら 離 れ る よ う に 延
び 、 各 々 が 前 記 中 心 ポ ス ト の 前 記 遠 位 端 か ら 間 隔 を も っ て 配 設 さ れ た ２ つ の 弧 状 表 面 （ ４
６ ０ 、 ４ ６ ２ ） を 有 す る 少 な く と も ２ つ の 弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト （ ４ １ ２ ） と 、
　 前 記 中 心 ポ ス ト の 前 記 遠 位 端 付 近 の 領 域 か ら 離 れ 広 が る 方 向 に 、 前 記 ベ ー ス の 方 向 に 延
び 、 そ れ ぞ れ が 前 記 弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト の 遠 位 端 （ ４ １ ８ ） に 接 合 さ れ た 少 な く と も ２
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つ の ウ イ ン グ （ ４ １ ０ ） と 、
を 備 え 、
　 前 記 弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト と 前 記 ウ イ ン グ の 少 な く と も １ つ が 弾 性 を 有 す る こ と を 特 徴
と す る ポ リ マ ー フ ァ ス ナ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 少 な く と も ２ つ の ウ イ ン グ の 各 々 が 、 第 １ 部 分 （ ４ ２ ２ ） と 第 ２ 部 分 （ ４ ２ ４ ） と を 含
み 、
　 各 々 の 第 ２ 部 分 の 近 位 端 （ ４ ２ ８ ） が 、 そ れ ぞ れ の 弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト の 遠 位 端 と 接
合 し 、
　 各 々 の 第 １ 部 分 が 前 記 中 心 ポ ス ト か ら 離 れ る よ う に 傾 斜 し 、
　 前 記 第 ２ 部 分 の 前 記 近 位 端 が 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 第 １ 部 分 の 近 位 端 （ ４ ２ ６ ） と 接 合 し 、
　 前 記 第 ２ 部 分 の 各 々 が 、 前 記 ベ ー ス の 方 向 に 延 び 、 か つ 前 記 中 心 ポ ス ト の 長 軸 に 対 し て
ほ ぼ 同 一 線 上 の 想 像 線 の 方 向 に 傾 斜 し た 、
請 求 項 ８ に 記 載 の フ ァ ス ナ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 各 第 １ 部 品 が 湾 曲 部 材 （ ４ ４ ４ 及 び ４ ４ ６ ） で あ る 請 求 項 ９ に 記 載 の フ ァ ス ナ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ 部 品 の 外 面 （ ４ ５ ４ 、 ４ ７ ４ ） が 、 前 記 フ ァ ス ナ が パ ネ ル （ ６ ０ ４ ） 内 の 穴 （
６ ０ ２ ） の 中 に 部 分 的 に 挿 入 さ れ た と き に 、 該 パ ネ ル （ ６ ０ ４ ） 内 の 穴 （ ６ ０ ２ ） を 定 め
る 縁 （ ６ ０ ８ ） に 対 し て 当 接 し 、
　 前 記 第 ２ 部 品 の 外 面 （ ４ ５ ６ ） が 、 前 記 フ ァ ス ナ が 前 記 穴 の 中 に 完 全 に 挿 入 さ れ た と き
に 、 前 記 パ ネ ル 内 の 穴 を 定 め る 縁 に 対 し て 当 接 す る
請 求 項 ８ な い し 請 求 項 １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の フ ァ ス ナ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 細 長 い 第 １ 部 材 （ ４ ０ ２ ） と 、
　 前 記 第 １ 部 材 に 結 合 さ れ 、 か つ 該 第 １ 部 材 か ら 斜 め に 延 び る 撓 み 可 能 な 第 ２ 部 材 （ ４ １
２ ） と 、
　 前 記 第 １ 部 材 に 結 合 さ れ 、 該 第 １ 部 材 か ら 斜 め に 延 び る 少 な く と も １ つ の 第 ３ 部 材 （ ４
１ ０ ） と 、
を 備 え 、 前 記 第 ２ 部 材 と 前 記 第 ３ 部 材 と が 、 互 い に 間 隔 を も っ て 配 設 さ れ 、
　 先 端 部 領 域 （ ４ ６ ６ ） が 丸 い 部 分 （ ４ ６ ４ Ａ ） と 凸 状 部 分 （ ４ ６ ４ Ｂ ） と を 含 み 、
フ ァ ス ナ が 締 結 さ れ て い な い 状 態 に あ る 場 合 に は 、 前 記 丸 い 部 分 と 前 記 凸 状 部 分 と が 、 互
い に 間 隔 を も っ て 位 置 さ せ ら れ 、 該 フ ァ ス ナ の 引 き 抜 き 力 が 該 フ ァ ス ナ の 挿 入 力 よ り 大 き
い と き に は 、 該 丸 い 部 分 が 該 凸 状 部 分 に 対 し て 接 触 す る よ う に な る こ と を 特 徴 と す る ポ リ
マ ー フ ァ ス ナ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ 部 材 に 対 す る 前 記 第 ２ 部 材 と 前 記 第 ３ 部 材 と の 結 合 が 、 そ れ ぞ れ 、 こ れ ら の 間
に お け る 第 １ の 種 類 の 連 結 を 表 し 、
　 前 記 ポ リ マ ー フ ァ ス ナ が 、
　 　 前 記 第 １ 部 材 と 前 記 第 ２ 部 材 と 前 記 第 ３ 部 材 と の そ れ ぞ れ の 間 に 第 ２ の 種 類 の 連 結 を
作 る こ と に よ り 、 該 第 ２ 部 材 及 び 該 第 ３ 部 材 の 撓 み を 抑 え る よ う に 作 用 す る 第 １ 及 び 第 ２
の 懸 架 リ ン ク （ ４ １ ４ ）
　 を さ ら に 備 え た 請 求 項 １ ２ に 記 載 の ポ リ マ ー フ ァ ス ナ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 さ ら に 前 記 第 １ 部 材 に 結 合 し 、 か つ 該 第 １ 部 材 か ら 斜 め に 延 び る 撓 み 可 能 な 第 ４ 部 材 （
４ １ ２ ）
を さ ら に 備 え 、
　 前 記 撓 み 可 能 な 第 ２ 部 材 及 び 前 記 第 ４ 部 材 の 各 々 が 、 前 記 細 長 い 第 １ 部 材 の 遠 位 端 と 結
合 し 、
　 前 記 細 長 い 第 １ 部 材 に 対 す る 前 記 撓 み 可 能 な 第 ２ 部 材 及 び 前 記 第 ４ 部 材 の 配 置 が 広 が り
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形 状 で 、 逆 Ｙ 字 形 態 を 有 す る よ う に な っ た 請 求 項 １ ２ な い し 請 求 項 １ ３ の い ず れ か １ 項 に
記 載 の ポ リ マ ー フ ァ ス ナ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 シ ャ フ ト （ ４ ０ ２ ） の 二 又 端 部 （ ４ ０ ６ ） に 対 し て 、 該 二 又 端 部 ま わ り に 撓 み 可 能 な よ
う に 、
　 第 １ の 種 類 の 連 結 （ ４ １ ２ ） に よ り 、 中 間 部 分 （ ４ ２ ０ ） の そ れ ぞ れ が 結 合 さ れ た 少 な
く と も 二 つ の ウ イ ン グ （ ４ １ ０ ） を 有 し 、 前 記 ウ イ ン グ に は 挟 み 具 状 の 対 応 す る 部 分 （ ４
２ ４ Ａ 、 ４ ２ ４ Ｂ ） が あ り 、 さ ら に 、 前 記 シ ャ フ ト と 前 記 ウ イ ン グ と の 間 に 、 第 ２ の 種 類
の 連 結 の た め の 斜 め 部 材 （ ４ １ ４ ） が あ る 形 式 の フ ァ ス ナ （ ４ ０ ０ ） を 用 い る 方 法 で あ っ
て 、
　 　 前 記 フ ァ ス ナ が 、 該 フ ァ ス ナ を パ ネ ル （ ６ ０ ４ ） 内 の 穴 （ ６ ０ ２ ） の 中 に 完 全 に 挿 入
す る の に 必 要 な 第 １ の 大 き さ の 力 の し き い 値 を 示 す こ と と 、
　 　 前 記 フ ァ ス ナ が 、 完 全 に 挿 入 さ れ た フ ァ ス ナ を 、 前 記 穴 か ら 引 き 抜 く の に 必 要 な 前 記
第 １ の 大 き さ よ り 大 き な 第 ２ の 大 き さ の 力 の し き い 値 を 示 す こ と
か ら な る 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 フ ァ ス ナ が 前 記 穴 の 中 に 完 全 に 挿 入 さ れ て い る と き に 、 フ ァ ス ナ 引 き 抜 き の 試 み に
対 し 、 該 フ ァ ス ナ が 、 前 記 ウ イ ン グ を そ の 位 置 か ら 撓 ま せ 始 め る の に 必 要 な 第 ３ の 大 き さ
の 力 の し き い 値 を 示 し 、
　 　 前 記 第 ３ の 大 き さ が 、 前 記 第 １ の 大 き さ よ り 大 き い が 、 前 記 第 ２ の 大 き さ よ り 小 さ く
、
　 前 記 フ ァ ス ナ が 、 前 記 ペ ン チ が 接 触 す る の に 十 分 な 前 記 ウ イ ン グ の 撓 み に よ り 、 前 記 第
２ の 力 を 示 す こ と
を さ ら に 含 む 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 フ ァ ス ナ が 、 各 々 の ウ イ ン グ に お い て 、 パ ネ ル （ ６ ０ ４ ） 内 の 穴 （ ６ ０ ２ ） の 中 に
部 分 的 に 挿 入 さ れ た と き に 、 該 穴 を 定 め る 縁 （ ６ ０ ８ ） に 対 し て 当 接 す る 外 面 （ ４ ５ ４ 、
４ ７ ４ ） と 、
　 前 記 フ ァ ス ナ が 前 記 パ ネ ル 内 の 穴 の 中 に 完 全 に 挿 入 さ れ た と き に 、 該 穴 を 定 め る 縁 に 対
し て 当 接 す る 外 面 （ ４ ５ ６ ） と 、
を さ ら に 備 え た 請 求 項 １ ５ な い し 請 求 項 １ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の フ ァ ス ナ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 一 般 に 、 ウ イ ン グ 付 き フ ァ ス ナ が 知 ら れ て い る 。 典 型 的 な ウ イ ン グ 付 き フ ァ ス ナ は 、 一
般 に 、 矢 （ ↓ ） 形 状 の 輪 郭 を 有 す る 。 ウ イ ン グ は 、 フ ァ ス ナ が 挿 入 さ れ た 、 パ ネ ル 内 の 穴
の 縁 （ 例 え ば 、 自 動 車 に お い て 見 出 す こ と が で き る よ う に ） に 対 し て 当 接 す る 外 縁 を 有 す
る 。 ウ イ ン グ 付 き フ ァ ス ナ の ２ つ の 変 形 態 様 が 、 従 来 技 術 の 図 １ な い し 図 ２ に 示 さ れ 、 こ
れ ら は 、 Ｓ ｈ ｅ ｒ ｅ ｙ ｋ 他 に 付 与 さ れ た 米 国 特 許 第 ５ ， ８ ５ １ ， ０ ９ ７ 号 に 示 さ れ る ２ つ
の 図 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 技 術 の 図 １ は 、 ベ ー ス １ ５ ２ に 連 結 さ れ た ス テ ム １ １ ０ を 含 む ウ イ ン グ 付 き フ ァ ス
ナ の 第 １ の 変 形 態 様 １ ５ ０ を 示 す 部 分 側 面 図 で あ る 。 弾 性 ア ー ム ／ ウ イ ン グ １ ２ ０ の 近 位
端 １ ５ ４ は 、 ス テ ム １ １ ０ の 遠 位 （ ベ ー ス １ ５ ２ に 対 し て ） 端 １ １ ２ と 直 接 連 結 さ れ る 。
各 々 の ウ イ ン グ １ ２ ０ の 側 部 １ ６ ２ は 、 直 線 状 で あ る 。 薄 い 可 撓 性 ウ ェ ブ （ つ な ぎ ） １ ３
０ が 、 対 応 す る ア ー ム １ ２ ０ と ス テ ム １ １ ０ と を つ な ぐ 。 各 々 の 可 撓 性 つ な ぎ １ ３ ０ は 、
ベ ー ス １ ５ ２ 及 び ス テ ム １ １ ０ の 両 方 か ら 離 れ る よ う に 、 広 が る 方 向 に 傾 斜 す る 。 各 々 の
可 撓 性 つ な ぎ １ ３ ０ は 、 そ の 近 位 端 １ １ ４ 付 近 の ス テ ム １ １ ０ に 沿 っ た 点 １ ５ ６ と 、 そ れ
ぞ れ の ウ イ ン グ １ ２ ０ に お け る お お よ そ の 中 間 点 １ ６ ０ と 遠 位 端 １ ２ ２ と の 間 の 点 １ ５ ８
と の 間 を 連 結 す る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 技 術 の 図 ２ は 、 フ ァ ス ナ １ ５ ０ と 同 様 な ウ イ ン グ 付 き フ ァ ス ナ の 第 ２ の 変 形 態 様 を
示 す 部 分 側 面 図 で あ り 、 し た が っ て 、 参 照 番 号 は 再 使 用 さ れ 、 そ の 一 般 的 な 説 明 は 簡 潔 さ
の た め に 省 略 さ れ る 。 フ ァ ス ナ １ ７ ０ の つ な ぎ １ ３ ０ ’ は 、 ス テ ム １ １ ０ に 沿 っ た 点 １ ７
６ と 対 応 す る ウ イ ン グ １ ２ ０ の 遠 位 端 １ ２ ２ と の 間 を 連 結 す る 。 点 １ ７ ６ 及 び 遠 位 端 １ ２
２ は 、 ベ ー ス １ ５ ２ ’ か ら お お よ そ 同 じ 垂 直 距 離 に 配 置 さ れ る 。 ウ イ ン グ １ ２ ０ の 通 常 位
置 に お い て は 、 つ な ぎ １ ３ ０ ’ は 、 予 め 撓 め ら れ た 半 径 １ ３ ４ と い わ れ る 湾 曲 形 状 を 有 す
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 技 術 に よ る ウ イ ン グ 付 き フ ァ ス ナ の 第 ３ の 変 形 態 様 ３ ０ ０ が 、 図 ３ （ 部 分 断 面 図 ）
及 び 図 ３ Ａ の 対 応 す る 拡 大 部 分 図 に 示 さ れ て い る 。 ス テ ム ３ ０ ４ の 遠 位 （ ベ ー ス ３ ０ ２ に
対 し て ） 端 ３ ０ ８ は 、 対 応 す る 平 坦 な ヒ ン ジ ３ １ ０ に よ り 、 少 な く と も ２ つ の ウ イ ン グ ３
１ ６ に 連 結 さ れ る 。 各 ウ イ ン グ ３ １ ６ は 、 直 線 側 部 ３ ３ ２ と 、 上 方 部 分 ３ ２ ０ と 下 方 部 分
３ ２ ２ と を 有 す る 。 各 々 の 平 坦 な ヒ ン ジ ３ １ ０ は 、 ス テ ム ３ ０ ４ の 遠 位 端 ３ ０ ８ と 、 対 応
す る ウ イ ン グ ３ １ ６ に お け る 位 置 ３ １ ８ と の 間 を 連 結 す る 。 ウ イ ン グ ３ １ ６ と ス テ ム ３ ０
４ と の 間 に は 、 図 １ な い し 図 ２ の つ な ぎ １ ３ ０ 、 １ ３ ０ ’ に よ り 形 成 さ れ た よ う な 第 ２ の
連 結 部 は な い 。 下 方 部 分 ３ ２ ２ は 、 ス テ ム ３ ０ ４ の 遠 位 端 ３ ０ ８ の 下 に 位 置 す る 領 域 ３ ３
０ の 方 向 に 、 収 束 す る よ う に 延 び る 。 下 方 部 分 ３ ３ ２ の 遠 位 端 ３ ２ ８ は 、 領 域 ３ ３ ０ に お
い て 、 互 い に 隣 接 し て 配 置 さ れ 、 こ れ は ビ ー ク に 似 通 っ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 は 、 パ ネ ル 内 の 穴 の 中 に 挿 入 さ れ る 一 般 的 な 種 類 の フ ァ ス ナ に 向 け ら れ
る 。 本 発 明 の 別 の 態 様 に お い て は 、 こ の よ う な フ ァ ス ナ は 、 中 心 ポ ス ト の 遠 位 端 と 接 合 す
る 少 な く と も ２ つ の 弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト と 、 該 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト か ら 離 れ 広 が る 方 向 に
延 び る 対 応 す る 数 の ウ イ ン グ と を 含 む こ と が で き る 。 本 発 明 の 別 の 態 様 に お い て は 、 ウ イ
ン グ ア ー ム が 、 中 心 ポ ス ト の 遠 位 端 を 越 え て 或 る 領 域 の 方 向 に 収 束 し て 延 び 、 総 合 的 に 、
例 え ば 、 該 ウ イ ン グ ア ー ム の 端 部 が ボ ー ル ソ ケ ッ ト 形 態 を 帯 び る よ う な ビ ー ム 構 成 を 帯 び
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 に お い て は 、 フ ァ ス ナ （ ４ ０ ０ ） が 提 供 さ れ る 。 こ の よ う な フ
ァ ス ナ は 、 ベ ー ス （ ４ ０ ６ ） と 、 該 ベ ー ス か ら 延 び る 中 心 ポ ス ト （ ４ ０ ２ ） と 、 該 中 心 ポ
ス ト の 遠 位 端 （ ４ ０ ６ ） か ら 広 が る 方 向 に 、 該 ベ ー ス か ら 離 れ る よ う に 延 び 、 両 方 が 該 中
心 ポ ス ト の 遠 位 端 か ら 間 隔 を も っ て 配 設 さ れ た ２ つ の 弧 状 表 面 を 有 す る 少 な く と も ２ つ の
弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト と 、 該 中 心 ポ ス ト の 遠 位 端 付 近 か ら 離 れ 広 が る 方 向 に 、 該 ベ ー ス の
方 向 に 延 び 、 そ れ ぞ れ が 該 弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト の 遠 位 端 に 接 合 さ れ た 少 な く と も ２ つ の
ウ イ ン グ （ ４ １ ０ ） と を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 に お い て は 、 フ ァ ス ナ （ ４ ０ ０ ） が 提 供 さ れ る 。 こ の よ う な フ
ァ ス ナ は 、 ベ ー ス （ ４ ０ ６ ） と 、 該 ベ ー ス か ら 延 び る 中 心 ポ ス ト （ ４ ０ ２ ） と 、 該 中 心 ポ
ス ト の 遠 位 端 （ ４ ０ ６ ） か ら 広 が る 方 向 に 、 該 ベ ー ス か ら 離 れ る よ う に 延 び 、 各 々 が 該 中
心 ポ ス ト の 遠 位 端 か ら 間 隔 を も っ て 配 設 さ れ た ２ つ の 弧 状 表 面 を 有 す る 少 な く と も ２ つ の
弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト と 、 該 中 心 ポ ス ト の 遠 位 端 付 近 か ら 離 れ 広 が る 方 向 に 、 該 ベ ー ス の
方 向 に 延 び 、 該 弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト の 遠 位 端 と 接 合 す る 少 な く と も ２ つ の ウ イ ン グ （ ４
１ ０ ） と 、 該 中 心 ポ ス ト の 遠 位 端 付 近 で 該 中 心 ポ ス ト と 接 合 し 、 該 弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト
が 該 ウ イ ン グ の そ れ ぞ れ と 接 合 す る 位 置 に 対 し て 遠 位 側 の ウ イ ン グ の 端 部 （ ４ ５ ２ ） か ら
延 び る ２ つ の ブ リ ッ ジ （ ４ １ ４ ） と を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 に お い て は 、 フ ァ ス ナ （ ４ ０ ０ ） が 提 供 さ れ る 。 こ の よ う な フ
ァ ス ナ は 、 ベ ー ス （ ４ ０ ６ ） と 、 該 ベ ー ス か ら 延 び る 中 心 ポ ス ト （ ４ ０ ２ ） と 、 該 中 心 ポ
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ス ト の 遠 位 端 （ ４ ０ ６ ） か ら 広 が る 方 向 に 、 該 ベ ー ス か ら 離 れ る よ う に 延 び 、 各 々 が 該 中
心 ポ ス ト の 遠 位 端 か ら 間 隔 を も っ て 配 設 さ れ た ２ つ の 弧 状 表 面 を 有 す る 少 な く と も ２ つ の
弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト と 、 該 中 心 ポ ス ト の 遠 位 端 付 近 か ら 離 れ 広 が る 方 向 に 、 該 ベ ー ス の
方 向 に 延 び 、 そ れ ぞ れ が 該 弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト の 遠 位 端 に 接 合 さ れ た 少 な く と も ２ つ の
ウ イ ン グ （ ４ １ ０ ） と を 含 む こ と が で き 、 該 弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト 及 び 該 ウ イ ン グ の 少 な
く と も １ つ が 弾 性 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 に お い て は 、 ポ リ マ ー フ ァ ス ナ （ ４ ０ ０ ） が 提 供 さ れ る 。 こ の
フ ァ ス ナ は 、 細 長 い 第 １ 部 材 （ ４ ０ ２ ） と 、 該 第 １ 部 材 と 結 合 し 、 か つ 該 第 部 材 か ら 斜 め
に 延 び る 撓 み 可 能 な 第 ２ 部 材 （ ４ １ ２ ） と 、 該 第 １ 部 材 と 結 合 し 、 か つ 該 第 部 材 か ら 斜 め
に 延 び 、 該 第 ２ 部 材 と は 間 隔 を も っ て 配 設 さ れ た 少 な く と も １ つ の 撓 み 可 能 な 第 ３ 部 材 （
４ １ ０ ） と 、 丸 い 部 分 （ ４ ６ ４ Ａ ） と 凸 状 部 分 （ ４ ６ ４ Ｂ ） と を 含 む 先 端 部 領 域 （ ４ ６ ６
） と を 含 む こ と が で き 、 フ ァ ス ナ が 締 結 さ れ て い な い 状 態 に あ る 場 合 に は 、 該 丸 い 部 分 と
該 凸 状 部 分 と が 、 互 い に 間 隔 を も っ て 配 設 さ れ て 、 該 フ ァ ス ナ の 引 き 抜 き 力 が 該 フ ァ ス ナ
の 挿 入 力 よ り 大 き い と き に は 、 該 丸 い 部 分 が 該 凸 状 部 分 に 対 し て 接 触 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 に お い て は 、 シ ャ フ ト （ ４ ０ ２ ） の 二 又 端 部 （ ４ ０ ６ ） に 対 し
て 、 該 二 又 端 部 ま わ り に 撓 み 可 能 な よ う に 、 第 １ の 種 類 の 連 結 （ ４ １ ２ ） に よ り 、 中 間 部
分 （ ４ ２ ０ ） の そ れ ぞ れ が 結 合 さ れ た 少 な く と も 二 つ の ウ イ ン グ （ ４ １ ０ ） を 有 し 、 該 ウ
イ ン グ に は 挟 み 具 状 の 対 応 す る 部 分 （ ４ ２ ４ Ａ 、 ４ ２ ４ Ｂ ） が あ り 、 さ ら に 、 該 シ ャ フ ト
と 該 ウ イ ン グ と の 間 に 、 第 ２ の 種 類 の 連 結 の た め の 斜 め 部 材 （ ４ １ ４ ） が あ る フ ァ ス ナ （
４ ０ ０ ） を 用 い る 方 法 が 提 供 さ れ る 。 こ の 方 法 は 、 フ ァ ス ナ が 、 該 フ ァ ス ナ を パ ネ ル （ ６
０ ４ ） 内 の 穴 （ ６ ０ ２ ） の 中 に 完 全 に 挿 入 す る の に 必 要 な 第 １ の 大 き さ の 力 の し き い 値 を
示 す こ と と 、 該 フ ァ ス ナ が 、 完 全 に 挿 入 さ れ た フ ァ ス ナ を 、 該 穴 か ら 引 き 抜 く の に 必 要 な
第 １ の 大 き さ よ り 大 き な 第 ２ の 大 き さ の 力 の し き い 値 を 示 す こ と を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 通 常 の 構 成 と 比 較 し て 有 利 な 本 発 明 の 態 様 は 、 相 対 的 に 大 き な 引 き 抜 き 力 し き い 値 と 、
相 対 的 に 小 さ い 挿 入 力 と を 示 す こ と で あ り 、 大 き さ が 相 対 的 に 小 さ い に も か か わ ら ず 、 小
さ い フ ァ ス ナ が 、 大 き い フ ァ ス ナ に 対 し て 、 高 い 挿 入 力 を 有 す る と い う 傾 向 に 悩 ま さ れ る
こ と が な い と い う こ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 適 用 可 能 分 野 は 、 以 下 に 与 え ら れ る 詳 細 な 説 明 か ら 明 ら か に な る で
あ ろ う 。 詳 細 な 説 明 及 び 特 定 の 例 は 、 本 発 明 の 例 示 的 な 実 施 形 態 を 示 す も の で あ る が 、 こ
れ ら は 例 示 目 的 を 意 図 す る に 過 ぎ ず 、 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る こ と を 意 図 す る も の で は な
い こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 詳 細 な 説 明 及 び 添 付 の 図 面 か ら よ り 完 全 に 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
　 図 １ な い し 図 ６ Ｃ は 、 全 体 的 に 、 相 対 的 な 比 率 を 示 す が 、 縮 尺 通 り で あ る も の と し て 解
釈 す る べ き で は な い 。
　 以 下 の 例 示 的 な 実 施 形 態 の 説 明 は 、 本 発 明 、 そ の 適 用 例 又 は 用 途 を 限 定 す る こ と を 意 図
す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ４ 、 図 ４ Ａ 、 及 び 図 ５ は 、 本 発 明 の 態 様 に よ る 弧 状 ヒ ン ジ ウ イ ン グ 付 き フ ァ ス ナ ４ ０
０ の 側 面 図 を 示 す 。 図 ４ に お け る 参 照 番 号 の ほ と ん ど は 、 斜 視 図 の 明 確 さ の た め に 、 図 ５
に お い て は 繰 り 返 し 示 さ れ て い な い 。 こ の よ う な フ ァ ス ナ ４ ０ ０ は 、 例 え ば 、 自 動 車 の パ
ネ ル に お け る よ う な （ 以 下 の 図 ６ Ａ な い し 図 ６ Ｃ を 参 照 さ れ た い ） 穴 の 中 に 挿 入 す る こ と
が で き 、 ト リ ム パ ネ ル 、 絶 縁 体 、 カ ー ペ ッ ト 、 ワ イ ヤ 組 立 体 な ど に 取 り 付 け る の に 用 い る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 フ ァ ス ナ ４ ０ ０ は 、 中 心 ポ ス ト （ 又 は シ ャ フ ト 、 ス ト ー ク 、 又 は 柱 ） ４ ０ ２ と 、 ベ ー ス
（ 又 は ヘ ッ ド ） ４ ０ ８ と 、 ウ イ ン グ ４ １ ０ と 、 弧 状 ヒ ン ジ ４ １ ２ と 、 ブ リ ッ ジ （ 又 は 懸 架
リ ン ク ） ４ １ ４ と を 含 む 。 中 心 ポ ス ト ４ ０ ２ の 近 位 端 ４ ０ ４ は 、 ベ ー ス ４ ０ ８ と 接 合 す る
。 少 な く と も ２ つ の ウ イ ン グ ４ １ ０ が 、 対 応 す る 数 の 弧 状 ヒ ン ジ ４ １ ２ に よ り 、 中 心 ポ ス
ト ４ ０ ２ に 結 合 さ れ る 。 中 心 ポ ス ト ４ ０ ２ 及 び 弧 状 ヒ ン ジ ４ １ ２ は 、 全 体 と し て 、 逆 Ｙ 字
形 状 と し て 説 明 す る こ と が で き る 輪 郭 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 各 々 の 弧 状 ヒ ン ジ ４ １ ２ の 近 位 端 ４ １ ６ は 、 中 心 ポ ス ト ４ ０ ２ の 遠 位 端 （ 又 は 先 端 部 ）
４ ０ ６ と 接 合 す る 。 或 い は 、 中 心 ポ ス ト の 遠 位 端 ４ ０ ６ が 弧 状 ヒ ン ジ ４ １ ２ を 含 む も の と
考 え る 場 合 に は 、 該 中 心 ポ ス ト ４ ０ ２ は 、 該 遠 位 端 ４ ０ ６ に お い て 分 岐 す る と 説 明 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 各 々 の 弧 状 ヒ ン ジ ４ １ ２ の 遠 位 端 ４ １ ８ は 、 対 応 す る ウ イ ン グ ４ １ ０ に お け る 内 側 位 置
４ ２ ０ と 接 合 す る 。 各 々 の ウ イ ン グ ４ １ ０ は 、 位 置 ４ ２ ０ に 対 し て 、 上 方 位 置 ４ ２ ２ と 下
方 位 置 ４ ２ ４ と を 含 む 。 各 々 の ウ イ ン グ ４ １ ０ の 上 方 部 分 ４ ２ ２ 及 び 下 方 部 分 ４ ２ ４ の 近
位 端 ４ ２ ６ 及 び ４ ２ ８ は 、 対 応 す る 弧 状 ヒ ン ジ ４ １ ２ の 遠 位 端 ４ １ ８ と 接 合 す る 。 上 方 部
分 ４ ２ ２ 全 体 は 、 中 心 ポ ス ト ４ ０ ２ か ら 離 れ 広 が る 方 向 に 、 ベ ー ス ４ ０ ８ と ほ ぼ 同 一 平 面
上 の 想 像 平 面 の 方 向 に 延 び る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ウ イ ン グ ４ １ ０ の 上 方 部 分 ４ ２ ２ 及 び 下 方 部 分 ４ ２ ４ と 、 対 応 す る 弧 状 ブ リ ッ ジ ４ １ ２
と は 、 全 体 と し て 、 く ぎ 抜 き ハ ン マ ー の ヘ ッ ド と 類 似 し て い る と 説 明 す る こ と が で き る 輪
郭 を 示 し 、 こ の 場 合 、 該 ハ ン マ ー の ネ ッ ク が 弧 状 ヒ ン ジ ４ １ ２ と 類 似 し 、 該 上 方 部 分 ４ ２
２ が ハ ン マ ー ヘ ッ ド の 細 長 い 打 撃 面 領 域 と 類 似 し 、 該 下 方 部 分 ４ ２ ４ が 該 ハ ン マ ー ヘ ッ ド
の 爪 と 類 似 し て い る 。 或 い は 、 ウ イ ン グ ４ １ ０ の 上 方 部 分 ４ ２ ２ 及 び 下 方 部 分 ４ ２ ４ と 、
対 応 す る 弧 状 ブ リ ッ ジ ４ １ ２ と は 、 全 体 と し て 、 Ｔ 字 形 態 の 構 成 と し て 説 明 す る こ と が で
き る 輪 郭 を 示 し 、 こ の 場 合 、 弧 状 ブ リ ッ ジ ４ １ ２ が Ｔ 字 形 態 の ト ラ ン ク と 類 似 し 、 該 上 方
部 分 ４ ２ ２ 及 び 該 下 方 部 分 ４ ２ ４ が Ｔ 字 形 態 の ア ー ム と 類 似 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 各 々 の ブ リ ッ ジ ４ １ ４ は 直 線 部 材 で あ り 、 典 型 的 に は 、 対 応 す る 上 方 部 分 ４ ２ ２ よ り 相
対 的 に 薄 い も の で あ っ て よ い 。 各 々 の ブ リ ッ ジ ４ １ ４ の 遠 位 端 ４ ３ ４ は 、 対 応 す る ウ イ ン
グ ４ １ ０ の 上 方 部 分 ４ ４ ２ の 遠 位 端 ４ ３ ０ と 接 合 す る 。 各 々 の ブ リ ッ ジ ４ １ ４ の 近 位 端 ４
３ ２ は 、 遠 位 端 ４ ０ ６ に ほ ぼ 隣 接 し た 位 置 ４ ３ ２ に お い て 、 中 心 ポ ス ト ４ ０ ２ と 接 合 す る
。 各 々 の ブ リ ッ ジ ４ １ ４ は 、 対 応 す る ウ イ ン グ ４ １ ０ と 中 心 ポ ス ト ４ ０ ２ と の 間 の 第 ２ の
連 結 部 を 表 す （ 第 １ の 連 結 部 は 、 対 応 す る 弧 状 ヒ ン ジ ４ １ ２ に よ る ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ベ ー ス ４ ０ ８ は 、 フ ァ ス ナ ４ ０ ０ が 入 れ ら れ る 用 途 の 状 況 に 応 じ て 、 種 々 の 構 成 の ヘ ッ
ド 配 置 ４ ３ ６ を 含 む よ う に 形 成 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ベ ー ス ４ ０ ８ は 、 空 隙 又 は 陥
凹 部 ４ ４ ０ を 定 め る 傘 面 ４ ３ ８ を 含 む よ う に 形 成 す る こ と が で き る 。 傘 面 ４ ３ ８ の 縁 ４ ４
２ は 、 フ ァ ス ナ ４ ０ ０ が パ ネ ル 内 の 穴 の 中 に 挿 入 さ れ た と き に 、 該 パ ネ ル に 対 し て 当 接 す
る （ 以 下 に 説 明 さ れ る 図 ６ Ｃ を 参 照 さ れ た い ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 各 々 の ウ イ ン グ ４ １ ０ の 上 方 部 分 ４ ２ ２ は 、 こ れ 自 体 が ２ つ の 部 品 、 す な わ ち 下 方 部 品
４ ４ ４ 及 び 上 方 部 品 ４ ４ ６ を 有 す る と し て 説 明 す る こ と が で き る 。 下 方 部 品 ４ ４ ４ の 遠 位
端 ４ ４ ８ は 、 上 方 部 品 ４ ４ ６ の 近 位 端 ４ ５ ０ と 接 合 す る 。 遠 位 端 ４ ４ ８ が 近 位 端 ４ ５ ０ と
接 合 す る と こ ろ に は 、 平 ら な 表 面 ４ ７ ４ が あ る 。 下 方 部 品 ４ ４ ４ は 、 中 心 ポ ス ト ４ ０ ２ か
ら 離 れ 広 が る 方 向 に 、 ベ ー ス ４ ０ ８ と ほ ぼ 同 一 平 面 の 想 像 平 面 の 方 向 に 延 び る 。 上 方 部 品
４ ４ ６ は 、 中 心 ポ ス ト ４ ０ ２ の 長 軸 と ほ ぼ 同 一 直 線 上 に あ る 想 像 線 の 方 向 に 、 ベ ー ス ４ ０
８ に 向 っ て 収 束 す る よ う に 延 び る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 各 々 の ブ リ ッ ジ ４ １ ４ は 、 遠 位 端 ４ ３ ０ に お い て 、 対 応 す る ウ イ ン グ ４ １ ０ と 接 合 し て
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い る こ と が 分 か る 。 よ り 具 体 的 に は 、 各 々 の ブ リ ッ ジ ４ １ ４ は 、 上 方 部 品 ４ ４ ６ の 遠 位 端
４ ５ ２ に お い て 、 対 応 す る ウ イ ン グ ４ １ ０ と 接 合 す る 。 ウ イ ン グ ４ １ ０ の 下 方 部 分 ４ ２ ４
は 、 ボ ー ル ソ ケ ッ ト 構 成 ４ ６ ６ を 帯 び る 遠 位 端 ４ ６ ４ Ａ 及 び ４ ６ ４ Ｂ を 有 す る よ う に 配 置
す る こ と が で き 、 こ こ で は 、 該 遠 位 端 ４ ６ ４ Ａ が ボ ー ル を 表 し 、 該 遠 位 端 ４ ６ ４ Ｂ が ソ ケ
ッ ト を 表 す 。 し た が っ て 、 下 方 部 分 に は 、 そ れ ぞ れ 、 参 照 番 号 ４ ２ ４ Ａ 及 び ４ ２ ４ Ｂ が 与
え ら れ る 。 下 方 部 分 ４ ２ ４ Ａ 及 び ４ ２ ４ Ｂ 、 並 び に 、 ヒ ン ジ 部 分 ４ １ ２ は 、 口 ４ ７ ０ を 有
す る 領 域 ４ ６ ８ を 定 め る 。 ２ つ の ウ イ ン グ ４ １ ０ の 下 方 部 分 ４ ２ ４ Ａ 及 び ４ ２ ４ Ｂ は 、 併
せ て 、 ビ ー ク （ 又 は ペ ン チ ） と 似 通 っ た 輪 郭 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 を 開 発 す る 際 に 、 従 来 技 術 に お け る 以 下 の 問 題 が 認 識 さ れ 、 そ の 物 理 学 的 特 性 が
求 め ら れ 、 こ の 問 題 が 克 服 さ れ た 。 従 来 技 術 に よ る フ ァ ス ナ ３ ０ ０ は 、 望 ま れ る よ り は る
か に 高 い 挿 入 力 を 示 す 。 平 坦 な ヒ ン ジ ３ １ ０ は 、 対 向 す る 湾 曲 表 面 ３ ３ ６ に 対 し て 、 三 角
形 の 断 面 を 有 す る 撓 み 領 域 ３ ３ ２ を 生 成 す る 平 坦 な 表 面 ３ ３ ４ を 有 す る 。 フ ァ ス ナ ３ ０ ０
を 引 き 抜 く の に 適 用 さ れ る 力 に 応 答 し て 、 こ の よ う な 三 角 形 の 撓 み 領 域 ３ ３ ２ は 、 フ ァ ス
ナ ３ ０ ０ が パ ネ ル 内 の 穴 の 中 に 挿 入 さ れ た 後 に 、 該 フ ァ ス ナ ３ ０ ０ を 除 去 す る の に 必 要 な
力 の し き い 値 を 増 加 さ せ る こ と が 望 ま し い 、 対 抗 す る 実 質 的 に バ ラ ン ス の と れ て い な い 張
力 及 び 圧 縮 力 を 生 成 す る 。 し か し 、 フ ァ ス ナ ３ ０ ０ を 挿 入 す る の に 適 用 さ れ る 力 に 応 答 し
て 、 ウ イ ン グ ３ １ ６ が 内 方 に 撓 め ら れ た と き に 、 対 応 す る 対 抗 す る 実 質 的 に バ ラ ン ス と 取
れ て い な い 張 力 及 び 圧 縮 力 が ま た 生 じ て 、 挿 入 力 を 、 望 ま れ る よ り 大 幅 に 大 き い も の に す
る 。 フ ァ ス ナ に と っ て は 、 本 発 明 に よ り 達 成 さ れ る よ う に 、 （ 大 幅 に 高 い ） 抜 き 取 り ／ 引
き 抜 き 力 に 対 し て 、 大 幅 に 低 い 挿 入 力 を 示 す こ と が よ り 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 従 来 技 術 の 平 坦 な ヒ ン ジ ３ １ ０ と は 対 照 的 に 、 本 発 明 の 態 様 に よ る 各 々 の 弧 状 ヒ ン ジ ４
１ ２ は 、 上 面 ４ ６ ２ 及 び 下 面 ４ ６ ０ の 各 々 が 実 質 的 に 湾 曲 し た 平 坦 な 表 面 で あ る と い う 意
味 で 弧 状 で あ る 。 さ ら に 、 表 面 ４ ６ ２ 及 び ４ ６ ０ は 同 心 と す る こ と が で き る 。 表 面 ４ ６ ２
及 び ４ ６ ０ の 各 対 は 、 内 方 又 は 外 方 に 撓 む ウ イ ン グ ４ １ ０ に 応 答 し て 、 対 抗 し か つ 実 質 的
に よ り バ ラ ン ス の と れ た 張 力 及 び 圧 縮 力 を 生 成 し 、 引 き 抜 き 又 は 挿 入 に 対 抗 す る 相 対 的 に
よ り バ ラ ン ス の と れ た 力 を も た ら す 。 こ の よ う な バ ラ ン ス と は 対 照 的 に 、 ブ リ ッ ジ ４ １ ４
は 、 挿 入 力 よ り 引 き 抜 き 力 に 対 抗 す る 大 幅 に 高 い 力 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 弧 状 ヒ ン ジ ４ １ ２ 及 び ブ リ ッ ジ ４ １ ４ の 組 み 合 わ せ に よ り 、 フ ァ ス ナ ４ ０ ０ は 、 引 き 抜
き 力 よ り 大 幅 に 低 い 挿 入 力 を 示 す （ こ こ で も 、 従 来 技 術 の 平 坦 な ヒ ン ジ ３ １ ０ と は 対 照 的
に ） 。 ブ リ ッ ジ ４ １ ４ は 、 中 心 ポ ス ト ４ ０ ２ の 方 向 に 向 か う 撓 み よ り 、 該 中 心 ポ ス ト ４ ０
２ か ら 離 れ る 方 向 に 向 か う 撓 み を 強 く 抑 制 す る こ と に よ っ て 、 相 対 的 に 大 き な 引 き 抜 き 力
の し き い 値 を も た ら す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 フ ァ ス ナ ４ ０ ０ の 引 き 抜 き 力 の し き い 値 は 、 下 方 部 分 ４ ２ ４ Ａ 及 び ４ ２ ４ Ｂ の ビ ー ク 構
成 を 含 む こ と に よ り 、 さ ら に 増 加 さ れ る 。 引 き 抜 き 力 の 下 で は 、 ウ イ ン グ ４ １ ０ は 、 外 方
に 撓 ん で 、 下 方 部 分 ４ ２ ４ Ａ 及 び ４ ２ ４ Ｂ の 遠 位 端 ４ ６ ４ Ａ 及 び ４ ６ ４ Ｂ の そ れ ぞ れ を 互
い に 挟 む か 又 は 接 触 さ せ （ 収 束 撓 み と も 説 明 さ れ る ） 、 こ の 点 に お い て は 、 こ の よ う な 撓
み を 抑 制 し て い る 力 が 大 き く な り 、 引 き 抜 き 力 が 対 応 し て 大 き く な る こ と を も た ら す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ 各 々 の ウ イ ン グ ４ １ ０ の 上 方 部 分 ４ ２ ２ の ） 上 方 部 品 ４ ４ ６ の 空 隙 ４ ４ ０ の 方 向 に ほ
ぼ 面 す る 表 面 ４ ５ ４ （ す な わ ち 、 中 心 ポ ス ト ４ ０ ２ に 面 す る 側 部 に ほ ぼ 対 向 す る ） は 、 位
置 ４ ０ ５ と ４ ５ ２ と の 間 で 直 線 に な る 。 各 々 の 上 方 部 品 ４ ４ ６ の 遠 位 端 ４ ５ ２ は 、 傘 面 ４
３ ８ に よ り 定 め ら れ る 空 隙 ４ ４ ０ の 中 に 延 び る 。 各 表 面 ４ ５ ４ は 、 フ ァ ス ナ ４ ０ ０ が 完 全
に 挿 入 さ れ た パ ネ ル 内 の 穴 の 縁 に 対 し て 当 接 し 、 し た が っ て 、 該 各 表 面 ４ ５ ４ は 、 保 持 表
面 と し て 説 明 す る こ と が で き る 。 上 方 部 品 ４ ４ ６ の 長 軸 に 対 し て ほ ぼ 横 方 向 の 視 点 か ら 見
る と 、 ど れ だ け の 表 面 積 が 穴 の 縁 に 対 し て 接 触 す る こ と が 望 ま れ る か に よ っ て 、 表 面 ４ ５
４ は 、 平 坦 で あ っ て も 湾 曲 さ れ て い て も よ い 。 傘 面 ４ ３ ８ に 対 す る ウ イ ン グ ４ １ ０ の 配 置

10

20

30

40

50

(8) JP 2005-114171 A 2005.4.28



は 、 フ ァ ス ナ ４ ０ ０ が 穴 の 中 に 挿 入 さ れ た と き に 、 該 傘 面 ４ ３ ８ を 圧 縮 状 態 に 維 持 す る よ
う に 寸 法 決 め す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ 各 々 の ウ イ ン グ ４ １ ０ の 上 方 部 分 ４ ２ ２ の ） 下 方 部 品 ４ ４ ４ の （ 中 心 ポ ス ト ４ ０ ２ に
面 す る 表 面 ４ ５ ８ に 対 し て ほ ぼ 対 向 す る ） 表 面 ４ ５ ６ は 、 位 置 ４ ４ ８ と ４ ２ ６ と の 間 で 湾
曲 し て い て も よ い し 、 （ 好 ま し さ は 少 な い が ） 直 線 で あ っ て も よ い 。 湾 曲 し て い る 場 合 に
は 、 下 方 部 品 ４ ４ ４ は 、 端 部 ４ ２ ６ 及 び ４ ２ ８ が 中 間 部 分 か ら よ り 中 心 ポ ス ト ４ ０ ２ か ら
遠 く な る よ う に 凸 状 と す る こ と が で き る 。 （ 表 面 ４ ５ ６ に 対 し て ほ ぼ 対 向 す る ） 各 表 面 ４
５ ８ は 、 そ れ ぞ れ 、 対 応 す る 表 面 ４ ５ ６ と 同 心 で あ っ て も 平 行 で あ っ て も よ い 。 下 方 部 品
４ ４ ４ の 長 軸 に 対 し て ほ ぼ 横 方 向 の 視 点 か ら は 、 表 面 ４ ５ ６ は 、 ど れ だ け の 表 面 積 が （ パ
ネ ル 内 の ） 穴 の 縁 に 対 し て 接 触 す る こ と が 望 ま れ る か に よ っ て 、 平 坦 で あ っ て も 湾 曲 し て
い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 各 表 面 ４ ５ ６ は 、 フ ァ ス ナ ４ ０ ０ が 部 分 的 に 挿 入 さ れ る パ ネ ル 内 の 穴 の 縁 に 対 し て 、 一
時 的 に 当 接 し て 、 ウ イ ン グ ４ １ ０ が 中 心 ポ ス ト ４ ０ ２ の 方 向 に 一 次 的 に 撓 む よ う に す る （
以 下 に 説 明 さ れ る 図 ６ Ｂ を 参 照 さ れ た い ） 。 ウ イ ン グ ４ １ ０ の 広 が り の 構 成 は 、 フ ァ ス ナ
４ ０ ０ を 穴 の 中 に 導 き 、 し た が っ て 、 各 表 面 ４ ５ ６ は 、 案 内 表 面 と し て 説 明 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 フ ァ ス ナ ４ ０ ０ に つ い て の 幾 つ か の 特 定 の 例 示 的 数 値 は 、 以 下 の よ う に 与 え ら れ る 。 各
々 の ブ リ ッ ジ ４ １ ４ と 中 心 ポ ス ト ４ ０ ２ と の 間 の 広 が り 角 度 （ Ｉ ） は 、 約 １ ３ ． ５ ° と す
る こ と が で き る 。 各 々 の ウ イ ン グ ４ １ ０ の 下 方 部 品 ４ ４ ４ と 上 方 部 品 ４ ４ ６ と の 間 の 角 度
（ Ｉ Ｉ ） は 、 １ ３ ４ ° と す る こ と が で き る 。 下 方 部 品 ４ ４ ４ と 中 心 ポ ス ト ４ ０ ２ と の 間 の
広 が り 角 度 （ Ｉ Ｉ Ｉ ） は 、 約 ２ ０ ° と す る こ と が で き る 。 各 々 の ウ イ ン グ ４ １ ０ の （ 上 方
部 分 ４ ２ ２ の 上 方 部 品 ４ ４ ６ の ） 遠 位 端 ４ ５ ２ か ら （ 下 方 部 分 ４ ２ ４ ） の 遠 位 端 ４ ６ ４ Ａ
／ ４ ６ ４ Ｂ ま で の 距 離 は 、 約 ９ ． ６ ｃ ｍ と す る こ と が で き る 。 中 心 ポ ス ト の 遠 位 端 ４ ０ ６
か ら 各 々 の ウ イ ン グ ４ １ ０ の 下 方 部 分 ４ ２ ４ の 遠 位 端 ４ ６ ４ Ａ ／ ４ ６ ４ Ｂ の 遠 位 端 ま で の
距 離 は 、 約 ３ ｃ ｍ と す る こ と が で き る 。 口 ４ ７ ０ に お け る 遠 位 端 ４ ６ ４ Ａ と ４ ６ ４ Ｂ と の
間 の ギ ャ ッ プ は 、 約 ０ ． ３ ５ ｍ ｍ と す る こ と が で き る 。 表 面 ４ ５ ６ に 対 す る 位 置 ４ ４ ８ 及
び ４ ２ ６ の 間 の 曲 率 半 径 は 、 約 ２ ８ ｍ ｍ と す る こ と が で き る 。 弧 状 ヒ ン ジ ４ １ ２ に 対 す る
曲 率 半 径 は 、 上 面 ４ ６ ２ に 対 し て は 約 ０ ． ６ ５ ｍ ｍ で あ り 、 下 面 ４ ６ ０ に 対 し て は 約 １ ．
４ ｍ ｍ と す る こ と が で き る 。 挿 入 力 Ｆ I は 、 Ｆ I ＜ （ ＝ ５ ｌ ｂ ｓ ） と す る こ と が で き る 。 引
き 抜 き 力 Ｆ w は 、 （ ＝ ３ ０ ｌ ｂ ｓ ） ＜ Ｆ w ＜ （ ＝ ５ ０ ｌ ｂ ｓ ） の 範 囲 内 と す る こ と が で き る
。 こ れ ら は 、 寸 法 及 び 力 の 例 示 的 な 値 に 過 ぎ ず 、 変 形 を 考 慮 す る こ と が で き る こ と を 繰 り
返 し て 記 載 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ６ Ａ な い し 図 ６ Ｃ は 、 パ ネ ル ６ ０ ４ 内 の 穴 ６ ０ ２ の 中 に 挿 入 さ れ て い る 図 ４ の 弧 状 ヒ
ン ジ フ ァ ス ナ ４ ０ ０ の 種 々 の 段 階 を 示 す 断 面 で あ る 。 図 ６ Ａ は 、 フ ァ ス ナ ４ ０ ０ が 穴 ６ ０
２ の 方 向 に 、 挿 入 方 向 ６ ０ ６ に お い て 移 動 し て い る が 、 遠 位 端 ４ ６ ４ Ａ ／ ４ ６ ４ Ｂ が 該 穴
６ ０ ２ の 中 に 入 る 前 の 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ６ Ｂ は 、 フ ァ ス ナ ４ ０ ０ が 、 パ ネ ル ６ ０ ４ が ウ イ ン グ ４ １ ０ の 上 方 部 分 ４ ２ ２ の 下 方
部 品 ４ ４ ４ の お お よ そ の 中 間 点 に 隣 接 す る 点 ま で 、 部 分 的 に 穴 ６ ０ ２ の 中 に 挿 入 さ れ た 状
態 を 示 す 。 穴 ６ ０ ２ の 直 径 は 、 最 も 広 い 点 に お け る ウ イ ン グ ４ １ ０ の 公 称 広 が り よ り 小 さ
い も の で あ る べ き で あ り 、 図 ６ Ｂ に 示 さ れ る 該 ウ イ ン グ ４ １ ０ は 、 パ ネ ル ６ ０ ４ 内 の 穴 の
縁 ６ ０ ８ に よ り 内 方 に 撓 み さ れ た 状 態 で 示 さ れ る こ と が 注 記 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 低 下 さ れ た 挿 入 力 の し き い 値 の 大 き さ を 達 成 す る た め に 、 穴 ６ ０ ２ の 直 径 は 、 挿 入 中 に
、 該 穴 ６ ０ ２ の 縁 ６ ０ ８ が 、 最 初 に 弧 状 ヒ ン ジ ４ １ ２ 内 の 撓 み 位 置 の 上 の 最 小 距 離 で 表 面
４ ５ ６ に 接 触 す る の に 十 分 な も の と す る 。 撓 み 位 置 に 対 し て 、 最 小 距 離 は 、 挿 入 方 向 ６ ０
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６ に 対 し て ほ ぼ 反 対 方 向 で 測 定 さ れ る 。 上 で 与 え ら れ た 例 示 的 な 寸 法 及 び 力 に お い て は 、
最 小 距 離 の 対 応 す る 例 は 、 約 １ ． ０ ｍ ｍ に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ６ Ｃ は 、 フ ァ ス ナ ４ ０ ０ が 穴 ６ ０ ２ の 中 に 完 全 に 挿 入 さ れ た 状 態 を 示 す 。 保 持 表 面 ４
５ ４ が 、 穴 ６ ０ ２ の 縁 ６ ０ ８ に 対 し て 当 接 す る 。 傘 面 ４ ３ ８ の 縁 ４ ４ ２ は 、 パ ネ ル ６ ０ ２
に 対 し て 当 接 し 、 該 傘 面 ４ ３ ８ を 圧 縮 し て 、 （ 少 な く と も ） 障 壁 で は な い に し て も 、 水 浸
出 に 対 す る 妨 害 物 を 与 え る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 例 と し て 、 図 ６ Ｃ は 、 パ ネ ル ６ ０ ４ は 、 自 動 車 に お け る パ ネ ル で あ る と い う 状 況 を 表 現
し た 。 こ の 例 を 発 展 さ せ て 、 ト リ ム パ ネ ル （ 又 は カ ー ペ ッ ト ） ６ １ ０ （ 想 像 線 で 示 さ れ る
） が 、 ヘ ッ ド 構 成 ４ ３ ６ と 係 合 す る 状 態 が 示 さ れ る 。 或 い は 、 構 造 ６ １ ０ は 、 配 線 用 ハ ー
ネ ス 、 消 音 材 料 、 フ ロ ア マ ッ ト な ど の 支 持 構 造 体 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 フ ァ ス ナ ４ ０ ２ は 、 例 え ば 、 ポ リ ア セ タ ー ル 樹 脂 と し て も 知 ら れ て い る ポ リ オ キ シ メ チ
レ ン （ “ Ｐ Ｏ Ｍ ” ） 、 の よ う な 好 適 な 工 学 グ レ ー ド の ポ リ マ ー か ら 射 出 成 形 す る こ と に よ
り 作 ら れ る 単 一 の 一 体 的 な 部 品 で あ る 。 も ち ろ ん 、 フ ァ ス ナ ４ ０ ０ を 製 造 す る の に 他 の 材
料 を 用 い よ も よ い が 、 他 の 材 料 が 用 い ら れ た 場 合 に は 、 本 発 明 の 幾 つ か の 利 点 が 実 現 さ れ
な い こ と が あ る 。 さ ら に 、 フ ァ ス ナ ４ ０ ０ は 、 好 適 な プ ラ ス チ ッ ク 射 出 成 形 工 程 を 用 い て
製 造 す る こ と が で き 、 他 の 製 造 技 術 を 用 い て も よ い が 、 こ こ で も 、 そ の よ う な 製 造 技 術 が
用 い ら れ た 場 合 に は 、 幾 つ か の 利 点 が 実 現 さ れ な い こ と が あ る こ と を 認 識 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 或 い は 、 本 発 明 の フ ァ ス ナ は 、 自 動 車 に 関 連 し な い 用 途 に 用 い る こ と を 想 定 す る こ と が
で き る 。 さ ら に 、 フ ァ ス ナ は 、 種 々 の 穴 の 形 状 及 び 材 料 の 多 数 の パ ネ ル の 中 に 挿 入 す る こ
と が で き る 。 さ ら に 、 代 替 的 な ヘ ッ ド 形 状 を 用 い る こ と が で き る が 、 本 発 明 の 幾 つ か の 利
点 が 達 成 さ れ な い こ と が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 述 べ ら れ た 実 施 形 態 は 、 本 発 明 の 例 で あ り 、 し た が っ て 、 本 発 明 の 要 旨 か ら 離 れ な い 変
形 態 様 は 、 本 発 明 の 範 囲 内 に あ る と 意 図 さ れ る 。 こ の よ う な 変 形 態 様 は 、 本 発 明 の 精 神 及
び 範 囲 か ら 離 れ る も の で あ る と 見 な さ れ る べ き で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 に よ る ウ イ ン グ 付 き フ ァ ス ナ を 示 す 部 分 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 技 術 に よ る 別 の ウ イ ン グ 付 き フ ァ ス ナ を 示 す 部 分 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 技 術 に よ る さ ら に 別 の ウ イ ン グ 付 き フ ァ ス ナ を 示 す 部 分 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 図 ３ の 拡 大 部 分 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 態 様 に よ る 弧 状 ヒ ン ジ ウ イ ン グ 付 き フ ァ ス ナ の 側 面 図 を 示 す 。
【 図 ４ Ａ 】 図 ４ の 拡 大 部 分 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 弧 状 ヒ ン ジ フ ァ ス ナ の 横 向 き 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ６ Ａ 】 パ ネ ル 内 の 穴 の 中 に 挿 入 さ れ た 図 ４ の 弧 状 ヒ ン ジ フ ァ ス ナ の 種 々 の 段 階 を 、 部
分 的 に 断 面 で 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 パ ネ ル 内 の 穴 の 中 に 挿 入 さ れ た 図 ４ の 弧 状 ヒ ン ジ フ ァ ス ナ の 種 々 の 段 階 を 、 部
分 的 に 断 面 で 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｃ 】 パ ネ ル 内 の 穴 の 中 に 挿 入 さ れ た 図 ４ の 弧 状 ヒ ン ジ フ ァ ス ナ の 種 々 の 段 階 を 、 部
分 的 に 断 面 で 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
４ ０ ０ ： フ ァ ス ナ
４ ０ ２ ： 中 心 ポ ス ト
４ ０ ６ ： ベ ー ス
４ １ ０ ： ウ イ ン グ
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４ １ ２ ： 弧 状 ヒ ン ジ セ グ メ ン ト

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ３ Ａ 】 【 図 ４ 】

【 図 ４ Ａ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】
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【 図 ６ Ｃ 】
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